




Leader Changes in North Korea and International 














The purpose of this report is to lecture on how Japan should cope with North Korea 
receiving the alternation of generations of the leader in international relations of the East 
Asia in the political and economical change period in future. Primarily I survey it about the 
North Korean internal conditions. Second I consider the image of each country of North 
Korea. Third I examine the composition of the international relations between each countries. 
Finally and I examine a policy problem of the East Asia in the economical change period of 
Japan politically.
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18世紀に活躍したフランスの思想家であるモンテスキュー（Charles-Louis de Montesquieu, 
1689～1755年）は、その著書『法の精神（Lʼesprit des lois, 1748年）』において、「国土はその
肥沃さに比例して耕されるものではなく、自由に比例して耕されるものである」と述べている。
中国や韓国の国民には、日本という国を正確に理解するための学習をおこなう「自由」が剥奪
されているといえる。
４．政治家の習性と民主主義
（１）政治家の習性とポピュリズム
いつの時代、どこの国でも、政治家という動物は、自己の地位や権力を保身するために国民
を利用する人々である。民主主義体制とは、大衆が理性より感情による投票をおこない、政治
家はそれを利用して得票する行動原理だからである。もちろん日本やアメリカも例外ではない
が、それが中国、北朝鮮、ロシア、そして韓国のような一部の特権階級によって支配されてい
る体制の国であればなおさらである。 ところで、政治家が国民を利用する場合の最も常套な手
段は、危機意識や敵愾心を煽る目的で行うプロパガンダ（政治宣伝）である。逆に言えば、自
国を正当化しつつ他国を悪役に仕立てあげる工作であり、正義の味方（自国）を率いるメサイ
ア（救世主）としての自己を正当なリーダーとして国民に認識させ、その結果として自身の地
位や権力の盤石化を計るというわけである。キム・ジョンウンの反米政策、中国共産党や韓国
の反日政策は周知の類いであり、また、アメリカの中国警戒政策ですら広義にはこの範疇に入
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る。 要するに、権力と地位に恋々とする各国の政治家たちのこうした思考と行動原理をしっか
りと冷静に理解している者同士であれば、中国人、韓国人、北朝鮮人、ロシア人、アメリカ人、
日本人のいずれであろうがまともな付き合いができるということであり、逆に、理解していな
い者同士は本来的に付き合うのが困難であるという単純な話なのである。 
もちろん、多くの場合に「分かっている人」は少数派であり、「分かっていない人」が多数派
であるがゆえに、より広義の「理性的リアリズム」に着いてこれない人々の「感情的リアリズ
ム」に流される社会風潮が形成されてしまうのは誠に残念なことである。しかし、たとえいか
なる時代、いかなる国においても、「分かっている人」は確実に存在する。ならば、まずはわれ
われ自身がその「分かっている人」になり、一人でも多くの「分かっていない人」を減らして
いくことこそが、日本の平和、アジアの平和、ひいては世界の平和を実現していく第一歩とな
るのである。 
国際情勢が緊迫化している今こそ国民諸氏に期待するべきことは、エゴイズムに毒された頭
を持つ外国の「政治屋」の言動に惑わされ、感情的な風潮に流されつつ冷静さを喪失してしま
うことなく、世界有数の誇り高き歴史を持つ良識ある国家の国民として、理性あふれる毅然と
した「分かっている人」の対応を貫徹してくれることである。
（２）「歴史」を超えて・政治と法のリアリズム
それでは、「分かっている人々」の共通認識とは何か。それは、政治家の習性に惑わされない
理性を有すると同時に、「歴史」という感覚を超えた政治と法のリアリズム感覚を装備している
良識人である。そもそも「歴史」というものは、それぞれの国が自分に都合の良いように編纂
した記録の集積に過ぎない。生真面目にいわゆる「真実」を追究している歴史学者が多数派で
あるのは、実は世界中で日本の他にはごくわずかの国々程度のものである。もちろん、ありも
しない資料や遺跡を大量に「捏造」している韓国や中国は明らかにやり過ぎであり、あそこま
でいくともはや「インチキ」の部類に入るだろう。しかし、世界中どこの国であろうとも、自
国の現状に都合の悪いことがある程度削除されたり書き換えられたりするのはごく当たり前の
作業である。
そういう事情であるから、「歴史」に至高の価値を置いたり、物事の「判断基準」としての役
割を担わせるのは、甚だ本末転倒な作業と言わねばならない。こうした認識は国際関係におけ
る紛争に限らず、当事者同士があらゆるレベルの紛争において重視せねばならない社会の一般
的な原則である。その意味で、相変わらず「歴史」に「絶対的価値」を付与し、それを物事の
「判断基準」に置いている中国や韓国の感覚は、彼らが未だに近代的な先進国ではなく、あくま
でも前近代的な途上国である証拠と言える。
それでは、われわれが物事の「判断基準」とするべきものはなにか？それは唯一、「法」であ
る。「法」による判定こそが、無益な武力闘争を防止し、平和的な紛争解決を実現できる手段な
のである。われわれにとって重要なことは、過ぎ去った過去としての「歴史」ではなく、将来
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とその原因としての現在である。過去は変えられないが、現在と未来は変えることができるか
らである。その現在と将来をより良き時代とするためには、対内的にも対外的にも「法」によ
る支配が完成されなければならない。全世界の国々が国際法による支配を確立させた時に、わ
が誇り高き日本国憲法第９条の崇高な理念が実現することになる。そのためには、日本国民の
一人一人がこうしたリアリズムの感覚をしっかり有することが大切であり、いたずらに「偉大
なリーダー」や「強いリーダーシップ」に頼ろうとする風潮を払拭することが重要である（11）。
日中・日韓の関係悪化を体裁の良い「隠れ蓑」に、依然として核開発を推進し、拉致問題を
無視する北朝鮮に対して、日本はあくまでも米国との軍事同盟を基盤とし、その三国同盟の一
員である韓国との関係を改善するとともに、その北朝鮮の背後にいる軍事大国たる中国との関
係がこれ以上悪化しないように配慮をした上で、毅然として現実的な外交を行っていく必要が
ある。しかし、そのためには、少なくとも韓国の「反日教育」が緩和される大前提が必要であ
り、アメリカを仲介者として、こうした要請を韓国の新政権に働きかけていく必要があるとい
える。
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